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研究成果の概要（和文）：本研究では，特に記憶に基づく自己認識プロセスの認知神経基盤を明らかにするため
に，自己表象と結び付けられたアイテムがよりよく記憶されているという自己参照効果の観点から検討を行っ
た。その結果，自己表象と結び付けられた単語は，他者表象と結び付けられた場合と比較して符号化段階と検索
段階の両方において前頭前野腹内側部（VMPFC）の活動がより強いこと，また自己参照効果は閾下呈示された自
己関連情報によって無意識的にも生じうることが示された。

研究成果の概要（英文）：In this research, to elucidate the cognitive and neural basis of human self 
recognition processes especially based on the our own memory, I investigated from the aspect of the 
self-reference effect (SRE) that is defined as better memory performance when the memorized items 
refer to the self representation. Results suggested that i) the words referred to the self showed 
greater VMPFC activation relative to the others both in encoding and retrieval phase, and ii) it is 
possible that the SRE occurs unconsciously by subliminally-presented self-related information.

研究分野： 認知神経科学

キーワード： 自己認識　自己参照効果　前頭前野内側部
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

1. 研究開始当初の背景 
＜わたし＞が＜わたし＞であるというこ

とは疑いようのない事実であるように思わ
れる。例えば自分の腕や足は確かに自分自身
のものであるし，自分の身体や考えは基本的
に自分自身で制御することができると感じ
られるし，自分がどのような人間か，これま
でどのような人生を歩んできたのかは自分
の記憶に刻まれている。誰か他の人の腕や足
を自分のものだと思ってしまったり，自分が
誰であるかをある日突然忘れてしまったり
といったことは滅多にあるものではない。し
かし，我々が普段から当然のものとして享受
しているこうした感覚は，我々自身の「自己
認識」のための様々な認知的・神経的基盤に
よって支えられており，時には失われたり，
混乱したりすることもあることが知られて
いる。 
こうした自己認識は自分自身に関係する

様々なレベルの情報処理の集積によって成
り立っていると考えられるが，その中でも特
に「自分がどのような人間であるのか」とい
う過去から未来にわたる知識の集合体であ
る自己概念，およびそこから必要に応じて表
象として活性化（想起）される自己表象（self 
representation）は我々のアイデンティティ
を形成する基盤となっており，これに関わる
認知的・神経的メカニズムは自己認識の成り
立ちを理解する上で必要不可欠なものとし
て研究が進められている。 
この自己表象は，「他者がどのような人物

であるのか」という他者表象やそれ以外の表
象と比較してその特殊性が示唆されること
が多い。例えば自己参照効果（self reference 
effect; 自己関連付け効果とも呼ばれる）は
その代表的な現象のひとつである。自己参照
効果とは，何らかの方法によって自己表象へ
の関連付けがなされた情報は，その他の処理
がなされた情報と比べよりよく記憶されて
いるという現象である（Rogers et al., 1977; 
Symons & Johnson, 1997）。例えばある対象
への適合度を判断することが求められるよ
うな課題，具体的には，実験参加者に「あな
たは『寛大』ですか？」という質問と，「『頑
固』は強情と同じ意味ですか？」という質問
の両方に回答してもらうといった参照課題
において，実験参加者は『寛大』という単語
の方をよりよく記憶しているというもので
ある。自己参照効果が生じる理由としては，
自己表象が他の表象と比較すると情報量が
豊かであり，なおかつ統合度が高いという特
別な性質をもっているためであるという仮
説などが唱えられている（Klein & Loftus, 
1988; 堀内, 1995）。 
特に近年，この自己表象を支える認知神経

基盤について，機能的磁気共鳴画像法（fMRI）
などの手法を利用した脳イメージング研究
によって検討する試みが数多くなされてき
ており，そうした研究からは脳の前頭前野腹
内側部（ventromedial prefrontal cortex; 

VMPFC）や島皮質（insular cortex）といっ
た領域が特に自己表象へのアクセスと関わ
る神経的基盤である可能性が示されている
（Northoff & Bermpohl, 2004; Yaoi et al., 
2013）。しかし，これらの研究はそのほとん
どが自己表象への参照プロセスに関わる神
経基盤の検討のみに留まっており，そのこと
によって自己表象と結び付けられた情報が
なぜ記憶されやすくなるのかについての示
唆はこれまであまり得られていない。 
自己表象の持つ特別な性質を裏付ける現

象のひとつである自己参照効果に関わる認
知・神経メカニズムを明らかにすることがで
きれば，自己表象が持つ認知的な特性を明ら
かにすることにつながり，我々の自己認識能
力の成り立ちを解明するための第一歩とな
るだろう。そこで本研究では，この自己参照
効果に関わる認知・神経基盤を明らかにする
ために，自己表象およびその他の表象に対す
る参照プロセス，そしてそれぞれと結び付け
られた情報に対する検索プロセスについて
実験的な検討を行った。 
 
2. 研究の目的 
 本研究では，ヒトの自己認識を支える認知
機能のうち，特に自己と関連づけられた情報
の記憶と関わる認知神経基盤を自己参照効
果の観点から明らかにすることを目的とし
た。前述したように自己参照効果は我々の自
己表象が特別な性質を持っていることを反
映していると言われており，その認知的メカ
ニズムや脳内神経基盤を検討することによ
って，ヒトの自己認識を支える認知機能の一
端を明らかにすることができると考えられ
る。 
 このため，まず最も基本的な形で生じる自
己参照効果について，その生起メカニズムを
検討するために，自己表象あるいは他者表象
に対する参照処理が必要とされるような評
定課題を行い，その際の神経活動を fMRI に
よって測定した。さらに，これまでの研究で
はほとんど検討がなされてこなかった，自己
表象と結び付けられた情報を思い出す（検索
する）段階での神経活動も併せて計測し，自
己参照効果を支える認知神経基盤を両側面
から検討した。自己表象への参照プロセスの
みならず，自己表象と結び付けられた情報の
検索プロセスにおいても他の対象と比較し
て何らかの違いが存在することを明らかに
することができれば，自己参照効果が生じる
認知神経基盤についてさらに詳細な示唆を
得ることができると考えられる。 
 また，自己参照効果に関するこれまでの研
究は，そのほとんどが自分自身と単語などを
意識的に結び付けるような課題を用いて行
われている。しかし，日常場面においては必
ずしも明示的に自己と関係する情報が呈示
されたり，自己表象との結び付けが行われた
りするわけではない。我々は感覚器官を通し
て得られた膨大な情報を常に処理し続けて



いるが，そのほとんどは意識に上ることはな
い。その中でも特に自己関連情報は優先的に
処理されることが示唆されているが，例えば
意識に上らないほどごく短時間呈示された
自己関連情報であっても，それが無意識下で
処理されることによって潜在的に自己表象
が活性化され，その後に呈示される様々な情
報が無意識的に自己表象と結び付けられる
ことで結果として記憶に残りやすくなる可
能性が考えられる。そこで，我々のアイデン
ティティを支える重要な要素のひとつであ
る名前を自己関連情報とし，それが意識に上
らない形，すなわち閾下で呈示された場合に
自己表象が潜在的に活性化され，その後に呈
示される刺激（人格特性形容詞）と結び付け
られることによってその記憶成績に影響を
与えるかどうかを検討した。これによって
我々の自己認識を支える認知プロセスの意
識的（顕在的）な側面と無意識的（潜在的）
な側面それぞれの役割や両者の関係性を明
らかにすることができれば，自己認識を支え
る様々なレベルの認知機能のさらなる解明
にもつながると考えられる。 
 
3. 研究の方法 
 まず自己参照効果が実際に生じるかどう
かを確認し，併せてその脳内神経基盤につい
て情報の入力（符号化）時のみならず，出力
（検索）時の神経活動も併せて計測すること
によって検討した[実験 1]。具体的には，被
験者自身（自己）または菅直人元首相（他者）
に対して，「楽観的」や「おしゃべり」とい
った性格を表す人格特性形容詞がどの程度
よく当てはまるかを判断する評定課題を行
い，遂行中の神経活動を fMRI によって計測
した（図 1）。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
評定課題の終了後，課題中に登場した形容

詞と新奇な形容詞を呈示し，それぞれが評定
課題中に登場していたかどうかを判断する
再認課題を行い，同様に fMRI によって課題
遂行中の神経活動を計測した。 
本実験の分析に当たっては，評定課題によ

って自己表象および他者表象と結び付けら
れた各単語に対し，後の再認課題において正
しく再認することができたかどうかを被験
者ごとに分析することによって，正しく記憶
されていた場合にどのような脳領域が活動
しているのかについての検討を行う必要が

ある。このため，自己・他者両条件おいて再
認課題で正答できた単語と誤った単語とに
対する神経活動を区別するために，それぞれ
を別のイベントとして設定した。 
次に，意識に上らない形で閾下呈示された

自己関連情報が自己表象を自動的に活性化
し，その後に呈示された情報がそれと結びつ
くことによってよりよく記憶されるかどう
かを検討した[実験 2]。具体的には，自己関
連情報（被験者自身の名前）あるいは他者関
連情報（他の被験者の名前），人物非関連情
報（一般名詞）をごく短時間（33.3 ms）呈
示し，その前後に格子状のマスク刺激を呈示
することによって，被験者には名前もしくは
名詞が呈示されていることが分からない（意
識されない）が知覚はされている（無意識下
で処理はされている）状態とした。その後，
[実験 1]で用いたものと同様の形容詞が呈示
され，被験者はその形容詞が表す人格がどの
程度社会的に望ましいものであるかを評定
する課題を行った（図 2）。この際，被験者に
は実験の本来の目的は伝えられていなかっ
た。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
この流れを 1試行とし，自己条件，他者条

件，名詞条件それぞれを 48 試行ずつ実施し
た。評定課題の終了後，[実験 1]と同様に課
題に登場した形容詞に対する再認課題を実
施し，その成績を条件ごとに比較した。 
 

4. 研究成果 
 まず，自己参照効果を支える脳内神経基盤
について検討した[実験 1]についてみると，
自己参照条件（平均正答率 84.2%）は他者参
照条件（同 64.1%）と比較してよりよく記憶
されていたことが示唆され，自己参照効果が
実際に生じていたことが確認された。 
 その上で評定課題遂行時および再認課題
遂行時それぞれの神経活動を計測し，条件ご
とに分析を行った結果，評定課題においては
後の再認成績にかかわらず，他者条件と比較
すると自己条件では前頭前野腹内側部
（VMPFC）の活動がより強かったことが示唆
された（図 3）。VMPFC は内的表象，特に自己
表象との関わりが指摘されている領域であ
り，参照課題を遂行するにあたって自己表象

図 1. 評定課題の例（左：自己／右：他者） 

図 2. 自己関連情報（名前）の閾下呈示を 
伴う評定課題の例 



がより活性化されていたことを反映してい
る可能性が考えられる。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
次に再認課題時には，正しく再認すること

ができた単語に対しては，VMPFC に加え中帯
状回（midcingulate cortex），両側の角回
（angular gyrus: AG）および左海馬傍回
（parahippocampal gyrus）が自己条件でよ
り活動していることが示された。一方，不正
解であった単語について見てみると，自己条
件と他者条件との間に違いは見られず，こう
した領域は自己と結び付けられた単語を思
い出す際により強く活動することが示唆さ
れた（図 4）。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

評定課題時のみならず，再認課題においても
自己条件でVMPFCや海馬傍回がより強く活動
していたことから，評定課題によって自己表
象と結び付けられた情報は，それを想起する
際に自己表象を活性化させ，それが手がかり
としてはたらくことによって自己参照効果
が生じる（記憶を想起しやすくなる）可能性
が示された。これまでの研究から，参照課題
において自己条件でVMPFCなどがより活動を
示すことは数多くの研究によって示唆され
てきているが，本実験は再認課題時において
も自己条件と他者条件でこうした活動の差
が見られることを示したものである(Yaoi et 
al., 2015)。 

次に，自己関連情報（名前）を閾下呈示す
ることによって自己参照効果が生じるかど
うかを検討した[実験 2]については，様々な
実験パラメータの下で検討を進めた結果，被
験者のうち記憶成績が高かった群において
のみ，自分の名前の直後に呈示された形容詞
をよりよく記憶しており，自己関連情報によ
って自己表象が潜在的に活性化していた可
能性が示された（図 5）。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
自己参照効果は特に記憶されるアイテムが
登場した際の「文脈」も併せて思い出せる
（Remember）場合によく現れることが示唆さ
れており，再認成績の上位群でのみ効果が見
られたことはこれを反映している可能性が
考えられる。こうした結果から，無意識下（閾
下）で呈示された自己関連情報が潜在的に自
己表象を活性化し，その後に呈示される様々
な情報が無意識的に自己表象と結び付けら
れることによって記憶に残りやすくなると
いう現象が生じる可能性が初めて示された
と言える（矢追ら, 2017）。今後は自己関連
情報が閾下で呈示された際の神経活動につ
いて検討を進めることで，我々の自己認識を
支える認知プロセスの意識的（顕在的）な側
面と無意識的（潜在的）な側面それぞれの役
割や両者の関係性をより詳細に明らかにす
ることができると考えられる。 
本研究は，我々の自己認識の機能のうち特

に記憶に基づくものについて，その認知神経
基盤を検討したものである。行動実験および
脳イメージング実験の結果，自己表象と結び
付けられた単語は，他者表象と結び付けられ
た場合と比較してそれを想起する際にも神
経活動レベルで違いが見られること，また自
己表象への結び付けは無意識的にも生じう
ることが示された。今後さらに研究を進める
ことによって，様々なレベルの自己認識を支
える認知神経基盤を明らかにしていくこと
ができれば，「自分とは何だろうか」という
我々の根源的な疑問に答えるための足掛か
りを得ることができるだろう。 

図 3. 評定課題時に自己条件でより強い 
活動を示した領域（左：再認に成功した 

単語／右：失敗した単語） 

図 4. 再認課題時に自己条件でより強い 
活動を示した領域（再認に成功した単語） 

図 5. 条件ごとの再認成績（High は再認 
成績の上位群，Low は下位群を示す） 
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